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朝霞市生涯学習ボランティア活用推進事業実行委員会会則  

 

 （会の目的） 

第１条 本会は、市民の生涯学習活動への機運を高め、ともに学び、ともに生きる地域

社会に実現を目指し、朝霞市生涯学習ボランティアバンク制度の利用の促進を図る事

業を企画・実施することを目的として設立する。 

 （名称） 

第２条 本会は、朝霞市生涯学習ボランティア活用推進事業実行委員会と称する。 

 （事業） 

第３条 実行委員会は、第１条に規定する目的を達成するため、次のことを行う。 

（１）生涯学習体験教室の企画、運営及び実施に関すること。 

（２）生涯学習ボランティアバンクの利用促進に関する提言を行うこと。 

（３）その他生涯学習ボランティアバンクの普及に関すること。 

 （組織） 

第４条 実行委員会の委員は、生涯学習ボランティアバンク登録者で生涯学習体験教室

に参加意志のある者とする。 

 （役員） 

第５条 実行委員会に、次の役員を置く。 

（１）会 長 １人 

（２）副会長 １人 

（３）幹 事 １人 

（４）会 計 １人 

（５）監 事 １人 

２ 会長、副会長、幹事、会計及び監事は、委員の互選により選出する。 

 （役員の職務） 

第６条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、会務を代理する。 

３ 会計は、会計を処理する。 

４ 幹事は、会務の執行にあたる。 

５ 監事は、会計を監査する。 

 （任期） 

第７条 役員の任期は１年とする。ただし、補充による役員の任期は前任者の残任期間

とする。 

２ 役員の再任は妨げない。 

（役員会） 

第８条 会長は、必要に応じて役員会を設けることができる。 
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 （会議） 

第９条 実行委員会及び役員会の会議は、会長が招集し、会議の議長は会長がこれにあ

たる。 

 （議決事項） 

第１０条 実行委員会は、次の事項を議決する。 

（１）生涯学習体験教室の開催及び総合的な運営に関する事項 

（２）会則に関する事項 

（３）事業計画及び事業報告に関する事項 

（４）予算に関すること 

（５）その他重要な事項 

 （議決の方法） 

第１１条 実行委員会の議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のと

きは、議長の決するところによる。 

 （会議録） 

第１２条 会長は、次に掲げる事項を記載した会議録を作成するものとする。 

（１）会議の日時及び場所 

（２）議決事項 

（３）表決における賛否 

（４）その他必要な事項 

 （経費） 

第１３条 実行委員会の経費は、次に掲げるものをもって充てる。 

（１）朝霞市からの補助金 

（２）その他の収入 

 （会計期間） 

第１４条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 （事務局） 

第１５条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を朝霞市教育委員会生涯学習・ス

ポーツ課内に置く。 

附 則 

この会則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成２４年５月１日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、平成２６年４月１日から施行する。 


